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チベ ッ トにおける法塔 の類別
山 本 幸 子
〔抄録〕
本論はチベ ットの八大法塔 について,そ の各部の名称 と寸法比率を詳述することを
主たる目的 とするものである。それに際して,チ ベ ットの技法書の原文から該当箇所
を引用することによって,論 拠を明 らかにすることにつ とめた。本論によって,チ ベ
ットの八大法塔の各部の名称 と寸法比率を明 らかにしえたと考えている。
キ ー ワ ー ド チ ベ ッ ト,法 塔,塔
1.は じ め に
筆者は既に,日 本西蔵学会会報第44号(1999)に おいて,八 大法塔の由来と特徴を述べ,法
塔各部の名称と寸法比率について略述した。本論は,前 稿で割愛 した名称 と寸法比率に関する
資料の原文を引用 しながら,詳 述することを主たる内容とするものであり,そ の多 くの部分は,
1996年 度に佛教大学に提出した修士論文を改編 したものである。
2.資 料 と略号
『律 小 事 』`Dulbaphyantshegskyigzhi(『 律 小 事 』,Vinayaksudyakavastu),Vinaya,Derge,vol.DA,
Toh.No.6;Narthang,vol.DA,TranslatedbyVidyakaraprabha,dharmaseribhadra,deal`byor.=
『根 本 説 一 切 有 部 毘 奈 耶 雑 事 』(大.No.1451;NJ.No.1121),巻 第 一 一第 二 十 三.
『無 垢 髻 』Kunnassgorjugpa'i`odzergtsugfordrimamedparsnangbadebzhingshegspathamscad
kyispyingpodangdamtshiglaynamparbltabazhesbyaba'igzungskyiynampaybshadpa(『 普

































3.八 大 法 塔
の ラ
八 大 法 塔(mchodrtenchenpobrgyad)の 由来 につ い て は,前 記拙 稿 に述べ た の で,こ こ で は そ
の 名 称 を列 挙 す るに と どめ る。 各 々 の 法 塔 の 特 徴 に関 して は,拙 稿 を参 照 して い た だ きた い 。
くヨラ
A)「 蓮 華 の 集積 の法 塔 」(padspungsmchodrten)
くね
B)「 菩 提 の 法 塔 」(byangchubmchodrten)
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くらラ
C)「 多 種 法 門 の 法 塔 」(bkrashissgomangmchodrten)
くの
D)「 神 変 の 法 塔 」(cho`phrulmchodrten)
くり
E)「 天 降 の 法 塔 」(lhababsmchodrten)
くお
F)「 和 合 の 法 塔 」(dbyenbzlummchodrten)
リジ
G)「 勝 利 の 法 塔 」(mamrgyalmchodrten)
くゆ
H)「 涅槃の法塔」(myang`dasmchodrten)
4.法 塔各 部の名 称 と寸法 比率
法塔の各部につけられた名称 と寸法比率を以下に述べる。図は 「菩提の法塔」の各部の名称
と寸法比率である。「菩提の法塔」を選んだのは,八 大法塔の内で 「菩提の法塔」が最も基本的




実 線 は 大 単 位(chachen),破 線 は 小 単 位(chachung)を 示 す 。
[GegaLama1983]に よ る 説 明 の 原 文 と そ の 訳 を 示 す と,
theChunggang'dodpa'irmangnastogrtse'ibardu/chabcudrugtobgospa'icharela/cha
ChenBang/debzhirbgospa'icharela/chaChungzheszer




塔 全 体 は,上 か ら,果 位 の 法 塔(`brasbu'imchodrten),因 位 の 法 塔(rgyu'imchodrten),獅 子
ロの
宝 座(sengkhri)の 三 つ の 部 分 に 分 け られ る 。






「菩 提 の 法 塔 」 は,台 座 は,高 さ が3小 単 位 で,幅 は42小 単 位 で あ る 。 三 つ ぞ ろ い の は し
ご は[高 さ が]そ れ ぞ れ1小 単 位 で,幅 は,一 番 下 で38,真 ん 中 で34,一 番 上 で30で あ る 。
正 面 は,高 さ で は6小 単 位,幅 は26で あ る 。 軒 蛇 腹 は,高 さ が1小 単 位,幅 は28小 単 位 で
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獅 子 宝 座 はチ ベ ッ トで 付 け加 え られ た もの の よ う で あ る。
[GegaLama1983]で は,胸 壁 の高 さ は1小 単位 に な っ て い る 。 しか し,全 体 の 中 で のバ ラ ンス
にゆ
や,他 の 資 料 を あ わ せ て 考 え る と,こ こ は2小 単 位 で な け れ ば な ら な い 。
以 上 合 わ せ て み る と,獅 子 宝 座 全 体 の 高 さ は,4大 単 位(16小 単 位)で あ る 。










次 に 因 位 の 法 塔 の 寸 法 は,[高 さ が]25小 単 位 あ る 。 つ ま り,十 善 は 高 さ が1小 単 位,幅 が
25[小 単 位 で あ る]。 階 段 は 四 重 に な っ て い る も の で,[高 さ が]2小 単 位 ず つ,幅 は,1
段 目 で は24,2段 目 で は22,3段 目 で は20,4段 目 で は18[小 単 位]で あ る 。 壷 座 は 高 さ
が1小 単 位,幅 が17[小 単 位 で あ る]。 壼 は 高 さ が12と3分 の1小 単 位 で,壺 の 基 底 部 で,
広 さ が16で,周 囲 は48で あ る 。 壼 の 腰 は[下 か ら]9小 単 位 に あ た る 所 で,直 径 が20[小
単 位]で,周 囲 は60[で あ る]。 そ の 余 っ た 所[高 さ で]3と3分 の1[小 単 位]は,壺 の
上 の と こ ろ で 丸 形 に き れ い な 形 に ま る め ら れ て い る 。[そ の 上 の]枡 座 は,高 さ が1小 単 位 ,
幅 が4に5分 の1を 減 じ た も の(3.8)で あ る 。 枡 は 高 さが1と3分 の2小 単 位,幅 は あ と 半
分 で5(4.5)[小 単 位 で あ る]。 以 上,こ の 縦 横 は 完 壁 な マ ン ダ ラ を 持 つ も の と言 わ れ て い
ゆラ
る。
以上合わせてみると,因 位の法塔全体の高 さは25小 単位である。
果位の法塔
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次 に,果 位 の 法 塔 は,傘 を 支 え る 蓮 華 は[円 形 で]高 さ が1小 単 位,基 底 部 の 幅 は2[小
単 位]で あ っ て,蓮 華 の 口 の 部 分 は4[小 単 位 で あ る]。 そ の 上,17小 単 位 は,均 等 に14
に 分 け た と こ ろ の そ の 内 の13(14分 の13)は 法 輪 で,残 り の[14分 の]1は,慈 悲 の 真 言
の 高 さ に 置 く。13の 法 輪 の そ れ ぞ れ の 高 さ を3区 分 し た も の の,3分 の2は 雄 輪 と し,3
分 の1は 雌 輪 の 高 さ だ と解 説 さ れ る 。1番 目 の 法 輪 の 幅 は6小 単 位 で,13番 目[の 法 輪]
の 幅 は1と1/2で あ る 。 こ れ ら 二 つ の 法 輪 の 問 の 左 右 は 一 線 上 に 並 ん で い る 。 ま た,1番
目 の 法 輪 の 左 右 か ら 中 に2分 の1小 単 位 ず つ[引 っ 込 ん だ 点]と,13番 目[の 法 輪]の 左
右 か ら 中 に4分 の1[小 単 位]ず つ 引 っ 込 ん だ 点 を,線 を 引 い て つ な ぐ こ と に よ り,外 側
の 線 に よ っ て 雄 輪 の 幅 と し,内 側 の 線 に よ っ て 雌 輪 の 幅 と み な す 。 そ れ ぞ れ の 法 輪 が,3
倍 の 周 り を も っ て,円 い の で あ る 。 「慈 悲 の 真 言 」 の 幅 は,13番 目の 法 輪[の 幅]と 同 じ で,
上 方 に い くぶ ん ゆ る み 気 味 の 部 分 に お い て,16ぞ ろ い の 波 形 文 を つ く る 。 そ の 上 に,傘 と
雨 ぶ た の 高 さ は,2分 の1小 単 位 ず つ[で あ る]。 傘 の 幅 は7番 目 の 法 輪 と[同 じ で],雨
ぶ た[の 幅]は6番 目 の 法 輪 の 幅 と 同 じ[で あ る]。 雨 う け[の 高 さ]は,枡 の 高 さ と 同 じ
[で あ る]。[雨 う け の]頂 上 部 分 の 幅 は,傘 の よう で あ る が,下 の 方 に 広 が る 口 で 飾 ら れ て
い る 。 月 の 高 さ は1小 単 位[で あ る]。 広 が っ た 二 つ の と ん が り[の 幅]は,傘 の 幅 と 等 し
い 。 太 陽[は 円 盤 を 立 て た 形 で,そ]の 幅 と 高 さ は2小 単 位[で あ る]。 頂 上 飾 り[は 球 形 で,
そ]の 幅 と 高 さ は1小 単 位[で あ る]。 以 上 ま と め て,[果 位 の 法 塔 の 高 さ は]23小 単 位 の
にの
寸 法 で あ る。
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1番 目の雄輪の直径は6小 単位,13番 目の雄輪の直径は1と1/2小 単位である。この2点 を
つないだ線上に,残 る11の 雄輪の周囲の線を取るのである。また,1番 目の雌輪の直径は5小




1.2)で あ る 。 ま た,基 底 部 の 直 径 は13番 目 の 雌 輪 と等 し い と伝 え る 文 献 も あ る 。
以 上 合 わ せ て み る と,果 位 の 法 塔 全 体 の 高 さ は23小 単 位 で あ る 。
5.お わ り に
本 論 に よ っ て,チ ベ ッ トの 八 大 法 塔 の 各 部 の 名 称 と 寸 法 比 率 を 明 ら か に し え た と 考 え て い る 。
八 大 法 塔 の 体 系 以 外 の 法 塔 も,チ ベ ッ トに は 存 在 す る こ と が 報 告 さ れ て い る 。 そ れ ら に つ い て
の 調 査 が,さ ら に 望 ま れ る 。
注
(1)略 題 は全 書 の 目録 部(dkarchag)の 記 述 に よ る。
(2)『 無垢 髻 』625.7.








(11)『 無 垢 髻 』626.4-627.5,BRPB553.4-557.5,CTGT320.3-321.6,YZNBl13.17-117.4,
MTPD395.3-396.6,ZBMG759.6-761.1,[GegaLama1983]76.17-77.22.
(12)BRPB553.5,VKYSl56.13,[GegaLama1983]76.13,etc.こ こで 言 う大 単位 は,次 に述 べ る よ う に4小 単
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(22)Ibid.77.6-77.22.
(23)VKYS157.24.
(や ま も と ゆ き こ 文 学研 究 科 仏 教 学 専 攻 博 士 後 期 課 程)
1999年10月15日 受 理
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